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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
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総結集を！！ 
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２０２４年７月３日 日本鉄道労働組合連合会 

連合「２０２４平和行動 in沖縄」に参画 

79年前の沖縄戦の犠牲者らを悼む「慰霊の日」である

６月 23日、連合は那覇文化芸術劇場「なはーと」におい

て、2024 平和行動 in 沖縄「平和オキナワ集会」を開催

した。「語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で恒久平和を

実現しよう」をテーマに掲げた同集会には、全国の構成

組織および地方連合会から 900名の仲間が集まり、ＪＲ

連合からはＪＲ四国労組組合員とともに５名が参加し

た。 

集会は「沖縄市山里青年会」による「エイサー」で幕を開け、第１部では、沖縄国際

大学経済学部・前泊博盛教授から「再考・日米地位協定～“標的の島”からの警告：米軍、

軍拡、憲法、自衛隊～」と題した基調講演が行われた。 

続く第２部の平和式典は黙祷に始まり、主催者を

代表し挨拶に立った連合本部・清水秀行事務局長か

らは、沖縄県民の深い傷跡や負担の大きさに触れ、

「沖縄だけではなく日本全体の問題であり、平和で

安心な社会は、私たちが暮らし働くうえで絶対に欠

かすことができない。連合は日本政府に対し、『在日

米軍基地の整理・縮小』と『日米地位協定の抜本的見直し』に加え、外交努力による近

隣諸国との緊張緩和や地域における不安の払しょくを強く求めていく」決意を示した。 

その後、次の平和行動が開催される広島への「ピースリレー」として、

連合沖縄・仲宗根哲会長から連合広島・大野真人会長へ“ピースフラッ

グ”が引き継がれた。最後に、連合沖縄女性委員会・堀川恵委員長が「沖

縄からの平和アピール」を提起し、参加者は「沖縄戦の悲劇を二度と繰

り返させない」「沖縄が直面する問題の実相を学び、その解決に取り組ん

でいく」「世界の恒久平和の実現をめざす」ことを確認し合った。 

ＪＲ連合は引き続き、連合をはじめ理念を同じくする国内外の仲間と連帯し、私たち

の綱領にも掲げている“世界の平和の実現”に向け取り組んでいく。 


